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NTTデータグループのさらなる成長に向けて
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NTTデータグループの現状

NTTグループの法人向け事業を担う中核企業へ成長

- 創立以来36期連続増収（FY2024 売上4.6兆円）

- 新技術活用も含めた世界最高水準のエンジニアリング力

日本ITサービス市場でシェア1位の高い競争優位性を確立
- 強固な顧客関係性と業界に応じたITサービス・ビジネス変革の深い知見

ユニークなサービスプロバイダとして顧客に対して価値訴求

- 世界50カ国以上の拠点を持ち、グローバルレベルでフルスタックサービスを提供可能

NTTデータグループは創立以来36期連続増収を遂げ、
NTTグループの法人向け事業を牽引する中核企業へ成長

NTTデータグループ（全社）

NTTデータ（国内事業）

NTT DATA, Inc.（海外事業）
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旺盛なDX需要
生成AIやエージェントAI

需要の急拡大

データセンター需要の
急激な拡大

新技術・新事業の台頭、
（量子コンピューティングや光通信技術等）

それに伴う競争環境の激化

成長領域への資金流入・
M&Aの活発化

市場環境

現在のDX・AI・データセンター等に加え、
長期的には新技術・新事業の競争激化、成長投資やM&Aが活発化

長期的な見通し

現在の市場環境
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Accelerate client success and
positively impact society
through responsible innovation.

情報技術で、新しい「しくみ」や「価値」を創造し、

より豊かで調和のとれた社会の実現に貢献する。

NTTデータグループのMission
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顧客への提供価値を最大化し、持続的な成長と両立する質の伴った成長
”Quality Growth”を目指す

NTTデータグループの目指す姿

提言 成果

実装
エンジニアリングの強化

世界最強レベルのシステム構築力・
運用力の継承と昇華

アセット
アセットへの投資

ビジネスを効果的かつ効率的に行うアセットの開発

提言を言って終わりでなく、
成果につなげ提言を更に磨くWHAT

HOW

コンサルティングの強化

Quality Growth
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主力事業 注力領域

Digital & Experiences
デジタル対応力を進化させ、
Quality Growthを実現する

Next-Gen Infra
インフラ領域での強みを磨きこみ、
Quality Growthを実現する

Agentic AI
“AIのリーディングカンパニー“として、
社会実装のイニシアチブをとる

Digital & 
Experiences

Next-Gen 
Infra

Agentic AI

Technology Solutions

DC & Connectivity

IT Services

Consulting

主力事業の展開とともに、 “Digital & Experiences”、”Next-Gen Infra”、
”Agentic AI”への取り組みを強化する

Quality Growthを実現するための注力領域
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③

②

① 機動的な成長投資によるグローバルソリューションのポートフォリオ強化

NTTグループのリソースおよびケイパビリティの連携強化

意思決定の迅速化およびコスト競争力の向上

NTTデータグループが実現したいこと

NTTグループとの連携を強化し、NTTデータグループの事業成長を拡大・加速
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グループのキャッシュフローと資金調達力を活用し迅速に意思決定を行い、
環境変化に応じた機動的な投資、および注力分野の立ち上げ・強化を実行

① 機動的な成長投資によるグローバルソリューションのポートフォリオ強化

AI技術を活用したサービス グローバルプレゼンス確立

データセンター デジタルエンジニアリング

（北米市場等）

成長領域・競争優位性を発揮すべき注力領域に対する積極的投資

‐ NTTデータグループ独自の事業ポートフォリオ強化

NTTグループの資金調達力・財務基盤を活用した大規模な投資
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NTTグループの幅広く多様なリソース・ケイパビリティと連携し、
NTTデータグループ事業の競争優位性・事業規模・収益性を拡大

② NTTグループのリソースおよびケイパビリティの連携強化

市場に適応した新たなサービス開発の加速

  - NTTデータグループの産業界・顧客知見とNTTグループR&D機能（IOWN・AI技術等）の組み合わせ

法人向け事業の競争優位性の強化・事業機会の拡充

  - 大規模法人市場はNTTデータグループとNTTグループの各組織との連携

  - 中堅法人市場はNTTグループの国内地域に対するスケールメリットや広範なチャネル・ブランド力を活用



© 2025 NTT DATA Group Corporation 1010

グローバルビジネスにおける複雑なガバナンス構造を簡素化し、
NTTデータグループの企業価値向上のスピードを加速

③ 意思決定の迅速化およびコスト競争力の向上

グローバルビジネスにおける複雑なガバナンス構造の簡素化

  - NTT DATA, Inc.における資本構成ならびに意思決定体制の整備

- 大規模なM&Aやデータセンター建設にかかる意思決定の迅速化

コスト効率化や生産性向上の実現

  - NTTグループ全体のバックオフィス機能等の事業インフラを活用
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さいごに

• NTTデータグループは、グローバルでのさらなる事業発展を実現するため、
日本電信電話からの提案に取締役会として賛同することを決議いたしました

• Quality Growthの実現に向けて、NTTグループと連携した機動的な投
資、そしてNTTグループ全体の技術・人材・知見・アセットの活用を通じて、
お客様への提供価値を高めてまいります

• NTTデータグループとして培ってきた現場力や独自性を武器に、グローバル・
ソリューション事業においてさらなるリーダーシップを発揮し、NTTグループの
重要な中核会社として企業価値向上に貢献いたします
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予想の前提条件その他の関連する事項

本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在
入手している情報に基づく、現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されてい
るに過ぎません。これらの記述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しな
かったりする可能性があります。また、その原因となる潜在的リスクや不確定要因はいずれも 当社グループの事業、
業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり、実際の業績等は様々な要因により予想と大きく異なる可
能性があります。それらの潜在的リスクや不確定要因については、当社が公表している最新の有価証券報告書お
よび半期報告書をご参照ください。

本資料に記載されている会社名は該当する各社の商標又は登録商標です。
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